
会 議 録 

会議名称 第５期幸区区民会議 第１回専門部会（Ａ部会） 

日 時 平成２６年１０月１日（水）１８：３０〜１９：３０ 

会 場 幸区役所 ４階講堂 

出席者 ●区民会議委員（五十音順） 

 阿部法弘委員（部会長）、飯島忠男委員、大澤義和委員、押山兼二委員、 

 近藤多恵委員（副部会長）、佐々木繁委員、西野恭一委員、原紀代子委員 

●事務局 

 幸区役所石渡副区長 

 幸区役所まちづくり推進部企画課 今村課長、加藤係長、佐藤係長、早川職員 

 （株）計画技術研究所 西原 

欠席者 なし 

傍聴者 １名 

配布資料 ●議事次第 

●資料１  審議テーマ候補案に関する現状の取りまとめについて 

●資料２  審議テーマを選定するにあたっての考え方について 

●資料３  「第５期幸区区民会議」スケジュール（案） 

●参考資料 第５期幸区区民会議審議テーマに関する委員からの意見 

●その他１ 第５期幸区区民会議（第１回）摘録 

●その他２ 第５期幸区区民会議委員・参与名簿 

●その他３ 平成２６年度区民会議交流会の開催について（案） 

●その他４ 「川崎再生フロンティアプラン」第３期実行計画実施結果 意見募集

議 題 １ 正副部会長の選出について 

２ 審議テーマの選定について 

３ 部会名の決定について 

４ 今後のスケジュールについて 

５ その他 

決定事項 １ 正副部会長の選出について 

・部会長は阿部委員、副部会長は近藤委員とする。 

２ 審議テーマの選定について 

・自転車の交通安全対策をテーマとする。 

３ 部会名の決定について 

・「（仮）自転車事故のないまちづくり」とし、次回の部会で再度検討をする。 

４ 今後のスケジュールについて 



・次回部会は１０月３１日（金）１８：３０とする。 

 

５ その他 

・次回部会までに「自分が普段危険と感じている道路の情報」と「部会名案」をそ

れぞれ考えてくる。 

会議の内容 

及び 
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１ 正副部会長の選出について 

・委員の互選により、部会長に阿部委員、副部会長に近藤委員を決定した。 

２ 審議テーマの選定について（資料１、２） 

●資料１、２について事務局が説明をした。 

【テーマ案について】 

●「自転車による事故への対策」「防犯カメラの設置」「落書き消し」「自然災害対策

のコミュニティづくり」「ゴミの出し方」「路上喫煙の防止」について意見があっ

た。 

・自転車ルールを知らない人が多い。子どもだけでなく大人のマナーも問題である。

・高齢者向けにも交通安全教室が必要なのではないか。 

・自転車は第１期からの検討テーマでもあるが、継続して取り組む必要があるので

はないか。テーマを絞って重点的に検討してはどうか。 

・自転車ルールの順守を徹底させるためには、法令による厳罰化が必要となってく

る。 

・自転車について、マナー周知や交通規制等のソフト面と、自転車走行環境の改善

のハード面の両方向から、検討を行ってはどうか。 

・交通環境の整備に関して、道路の拡幅を伴うものなどは実現が難しいことは承知

している。いかに実現性の高い提言をできるか、これから考えていきたい。 

・道路の危険な箇所を、まち歩きで把握するとともに、それを「ハザードマップ」

のような形で取りまとめるのがよいのではないか。 

・検討の主軸となるテーマは一つに絞った方が良い。 

⇒多くの委員からの希望により、「自転車の交通安全対策」を検討テーマとするこ

ととなった。 

⇒関連づけられるテーマがあれば、次回以降、検討を行うこととなった。 

【次回までの検討について】 

⇒各委員の近所で危険と感じている道路があればチェックし、次回の部会で報告

をすることとなった。 

⇒事前に事務局に連絡があれば、事務局で現場状況を写真撮影し、次回部会で提

示することとなった。 

３ 部会名の決定について 

 



●（仮称）「自転車事故のないまちづくり部会」として次回、引き続き検討をする

こととなった。 

４ 今後のスケジュールについて 

●資料３について事務局が説明した。次回部会は１０月３１日（金）１８：３０

開催。また、次回全体会議は、開始時間を１８：００とする。 

●平成２７年２月９日（月）の平成２６年度区民会議交流会について事務局が説

明し、現時点での出欠確認を行った。（現在のところ、委員８名のうち５名が

出席可能） 

●第３期実行計画実施結果に係る意見募集チラシの説明を事務局から行い、次回

部会で新たな総合計画及び区計画策定について、説明及び意見交換の時間を設

けることとした。 

以上

 

 


